
いちよし中小型成長株ファンド（愛称：あすなろ）

※ 上記はファンドの投資対象をご理解頂くための例示を目的としたものであり、個別銘柄を推奨するものではありません。また、ファンドへの組入れを保
証するものではありません。

※ お申し込みにあたっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容をご確認のうえ、お客様ご自身でご判断下さい。
※ 当資料はいちよしアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。また、上記は当レポート発行日時点における「いちよしSDGs中小型株

ファンド」の運用チームの見解であり、現在の見解とは異なることがあります。
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フルヤ金属（東証スタンダード7826)

～高度な技術でイリジウム等のプラチナグループの金属の活用を実現～

今回はフルヤ金属です。主にイリジウム等のプラチナグループ金属を用いた製品を取り扱っています。これらは優れ

た性質を有していますが、加工が難しい等の短所も持っています。同社は高い技術力で短所をカバーしています。

■SDGsにおける課題

イリジウム、ルテニウム等のプラチナグループ金属(Platinum 

Group Metal、以下「PGM」)には、耐熱性が高い、化学的に

安定している、伝導性が高い等の特長があります。しかし、硬く

てもろいため加工が難しい、埋蔵量が少なく工業用途に適用

しにくい等の短所も有しています。

■フルヤ金属が提供するソリューション

フルヤ金属は、貴金属装飾品の製作、販売を主力業務と

して1951年に創業されました。1960年代終盤にＰＧ

Ｍの将来性に着目、上記の短所を製造技術、リサイクル

技術の蓄積で軽減させて、工業用途に供することに注

力してきました。その結果、1981年に国内初のイリジウ

ムるつぼ(耐熱性容器)の製品化に成功したのを皮切り

に、半導体業界を始めとする先端産業向けに様々な

PGM製品を開発・販売し続けて業績を拡大させてきま

した。同社は独自の精製工程を経ることで、不純物を極

限まで抑えたPGM製品の提供を可能としています。同

社製品はこれまで超高純度が要求される製品群に多用

されてきましたが、今後はSTT-MRAM等の次世代半

導体への利用が期待されています。STT-MRAMは不

揮発性で動作速度が速く、大容量化、微細化に加えて、

消費電力の大幅な削減が可能となる半導体です。今後

は本事例のような省エネ製品への適用が拡大し、地球

環境の改善に貢献していくことが期待されます。

イリジウム等のPGMは性質は優れるが、加工等に難点

(写真出所)フルヤ金属の提供

【関連する主なSDGs】

【フルヤ金属の製品の事例】

DC耐電圧絶縁抵抗試験器 ST5680(2022年12月発売)

溶接抵抗計 RM3546(2023年発売予定)

イリジウムるつぼ（耐熱性容器）

イリジウムロジウム熱電対(超高温域の温度計)



購入単位 販売会社が定める単位 ※詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

購入価額 購入申込受付日の基準価額 ※ファンドの基準価額は1万口当たりで表示しています。

換金価額 換金（解約）申込受付日の基準価額から信託財産留保額を控除した価額

信託期間 原則として無期限（2020年8月21日設定）

決算日 毎年8月20日（休業日の場合は翌営業日）

課税関係
課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。
配当控除の適用があります。
益金不算入制度は適用されません。


